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野村新興国債券インデックスファンド 
（確定拠出年⾦向け） 

運用報告書(全体版) 
 

第10期（決算日2018年５月10日） 
 

作成対象期間（2017年５月11日～2018年５月10日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券／インデックス型 
信 託 期 間 2008年７月30日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 
新興国債券マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主として新興国の公社債に投資し、
JP モルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・プラス（円換算ベース）の中長期的な動きを概ね捉える投資成果
を目指して運用を行います。実質組入外貨建て資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

主な投資対象 

野村新興国債券 
インデックスファンド 
（確定拠出年金向け） 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、公社債等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 新興国の公社債を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村新興国債券 
インデックスファンド 
（確定拠出年金向け） 

株式への直接投資は行いません。株式への投資は転換社債を転換したもの等に限り、株式への投資割合は信
託財産の純資産総額の５％以内とします。外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。デリバティブの利用はヘッジ目的に限定しません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。留保益
の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村新興国債券インデックスファンド（確定拠出年金向け）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ベ ン チ マ ー ク 
JP モルガン・エマージング・マーケット・ 
ボンド・インデックス・プラス(円換算ベース) 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

６期(2014年５月12日) 14,193 5 △ 2.7 151.19 △ 1.3 98.2 － 2,796 

７期(2015年５月11日) 16,736 5 18.0 182.34 20.6 98.2 － 3,819 

８期(2016年５月10日) 15,831 5 △ 5.4 174.35 △ 4.4 98.2 － 3,845 

９期(2017年５月10日) 17,668 5 11.6 196.73 12.8 98.0 － 5,128 

10期(2018年５月10日) 16,538 5 △ 6.4 183.96 △ 6.5 98.5 － 5,756 
 
＊ 基準価額の騰落率は分配金込み。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
＊ 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。  
＊ ベンチマーク（＝JP モルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・プラス（円換算ベース））は、JP Morgan Emerging 

Market Bond Index（EMBI）Plus（US$ベース）をもとに、当社が円換算したものです。なお、算出にあたっては、基準価額への反映を考
慮して、日本の営業日前日の指数値をもとにしています。（設定時を100として指数化しています。） 

＊ JP モルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・プラス（JP Morgan Emerging Market Bond Index（EMBI）Plus）は、
J.P.Morgan Securities LLCが公表している、エマージング諸国が発行する米ドル建てのブレディ債、ローン、ユーロボンドを対象とした
インデックスであり、その著作権および知的財産権は同社に帰属します。 

（出所）J.P.Morgan Securities LLC、ブルームバーグ 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

ベ ン チ マ ー ク 
JP モルガン・エマージング・マーケット・ 
ボンド・インデックス・プラス(円換算ベース) 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2017年５月10日 17,668 － 196.73 － 98.0 － 

５月末 17,422 △1.4 194.36 △1.2 98.1 － 

６月末 17,536 △0.7 195.47 △0.6 97.8 － 

７月末 17,353 △1.8 193.07 △1.9 98.0 － 

８月末 17,672 0.0 196.60 △0.1 98.1 － 

９月末 18,020 2.0 200.35 1.8 98.3 － 

10月末 18,112 2.5 201.64 2.5 98.2 － 

11月末 17,893 1.3 197.96 0.6 98.5 － 

12月末 18,126 2.6 200.68 2.0 98.0 － 

2018年１月末 17,312 △2.0 191.74 △2.5 98.2 － 

２月末 16,763 △5.1 185.96 △5.5 98.0 － 

３月末 16,581 △6.2 184.92 △6.0 98.5 － 

４月末 16,844 △4.7 187.67 △4.6 98.2 － 

(期  末)       

2018年５月10日 16,543 △6.4 183.96 △6.5 98.5 － 
 
＊ 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
＊ 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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野村新興国債券インデックスファンド（確定拠出年金向け）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2017年５月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、JP モルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・プラス（円換算ベース）です。ベンチマークは、

作成期首（2017年５月10日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、期首17,668円から期末16,543円（分配金込み）へと下落し、値下がり額は1,125

円となりました。 

 

新興国債券（米ドル建て）利回りが上昇（価格は下落）したことに加え、米ドルが対円で下

落（円高）となったことを受けて、基準価額は下落しました。 
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野村新興国債券インデックスファンド（確定拠出年金向け）

○投資環境 

当運用期間では、米国における継続的な政策金利の引き上げに伴い米国債券利回りは短期債

中心に上昇（価格は下落）しました。米国の政策金利の上昇に伴う新興国からの資金流出の影

響などを受けて、新興国通貨が下落したことで、新興国の経常収支悪化懸念や新興国経済の先

行き不透明感などを背景に、新興国債券（米ドル建て）の対米国国債スプレッド（利回り格差）

は拡大しました。米国債券利回りが上昇し、対米国国債スプレッドが拡大した結果、新興国債

券利回りは上昇しました。 

 

為替市場は、日米の内外金利差拡大などプラス要因はありましたが、米国の保護主義的な通

商政策などを受けて米ドルは対円で下落（円高）しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村新興国債券インデックスファンド（確定拠出年金向け）］ 

JP モルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・プラス（円換算ベース）

の中長期的な動きを概ね捉えるために、新興国債券マザーファンドへ投資しました。期を通じ

てマザーファンドの組入比率を高位に維持しました。 

 

［新興国債券マザーファンド］ 

JP モルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・プラス（円換算ベース）

の中長期的な動きを概ね捉えるため、地域構成、満期構成、デュレーション（金利感応度）、

流動性などを考慮して選択した指数構成国の国債に分散投資しました。毎月末における指数構

成銘柄の変更に対応し、ポートフォリオの特性値（地域構成や平均デュレーションなど）を指

数に合わせるようにリバランス（投資比率の再調整）を行いました。債券組入比率は期を通じ

て高位に維持しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

2017年11月にベネズエラ国債のデフォルト懸念が急速に高まったことから、流動性確保のた

め保有していたベネズエラ国債を全て売却し、期末時点でも非保有としています。 
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野村新興国債券インデックスファンド（確定拠出年金向け）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

今期の基準価額の騰落率は－6.4％となり、ベ

ンチマークであるJP モルガン・エマージング・

マーケット・ボンド・インデックス・プラス（円

換算ベース）の－6.5％を0.1ポイント上回りまし

た。主な差異要因は以下の通りです。 

 

（プラス要因） 

2017年11月以降非保有としているベネズエ

ラ国債の価格下落が相対的に大きかったこと。 

 

（マイナス要因） 

コスト負担（当ファンドの信託報酬や、債券

に係る保管費用などのコスト）が生じること。 

 

（その他の要因） 

ベンチマークとファンドで評価に用いる債

券時価が異なること。 

 

 

◎分配金 

（１）収益分配金は、基準価額の水準などを勘案し決定しました。 

（２）留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第10期 

2017年５月11日～ 
2018年５月10日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.030％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 10,457  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村新興国債券インデックスファンド（確定拠出年金向け）

◎今後の運用方針 

［野村新興国債券インデックスファンド（確定拠出年金向け）］ 

引き続き、新興国債券マザーファンドの組入比率を高位に保つことでJP モルガン・エマー

ジング・マーケット・ボンド・インデックス・プラス（円換算ベース）の中長期的な動きを概

ね捉える運用を行ってまいります。 

 

［新興国債券マザーファンド］ 

引き続き、外国債券の組入比率を高位に保つとともに、ポートフォリオの特性値を指数に近

似させることで、JP モルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・プラス

（円換算ベース）の中長期的な動きを概ね捉える運用を行ってまいります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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野村新興国債券インデックスファンド（確定拠出年金向け）

○１万口当たりの費用明細 (2017年５月11日～2018年５月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 104  0.594  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 57)  (0.324)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 40)  (0.227)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.043)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 4   0.023   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  4)  (0.021)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 108   0.617    

期中の平均基準価額は、17,469円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年５月11日～2018年５月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
新興国債券マザーファンド 707,731 1,306,152 179,517 332,870 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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野村新興国債券インデックスファンド（確定拠出年金向け）

○利害関係人との取引状況等 (2017年５月11日～2018年５月10日) 

 

＜野村新興国債券インデックスファンド（確定拠出年金向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜新興国債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 6,523 77 1.2 729 － － 

平均保有割合 48.3%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2018年５月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

新興国債券マザーファンド 2,755,092 3,283,307 5,756,294 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2018年５月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

新興国債券マザーファンド 5,756,294 99.3 

コール・ローン等、その他 38,362 0.7 

投資信託財産総額 5,794,656 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（14,158,567千円）の投資信託財産総額（14,428,357千円）に対する

比率は98.1％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝109.96円。 
 

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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野村新興国債券インデックスファンド（確定拠出年金向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年５月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 5,794,656,213   

 コール・ローン等 31,294,660   

 新興国債券マザーファンド(評価額) 5,756,294,961   

 未収入金 7,066,592   

(B) 負債 37,787,054   

 未払収益分配金 1,740,513   

 未払解約金 18,819,954   

 未払信託報酬 17,164,185   

 未払利息 44   

 その他未払費用 62,358   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,756,869,159   

 元本 3,481,026,599   

 次期繰越損益金 2,275,842,560   

(D) 受益権総口数 3,481,026,599口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,538円 
 

（注）期首元本額は 2,902,787,708 円、期中追加設定元本額は

1,287,488,751円、期中一部解約元本額は709,249,860円、１口当

たり純資産額は1.6538円です。 

○損益の状況 (2017年５月11日～2018年５月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        9,526   

 支払利息 △        9,526   

(B) 有価証券売買損益 △  334,865,088   

 売買益 20,481,208   

 売買損 △  355,346,296   

(C) 信託報酬等 △   33,897,728   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  368,772,342   

(E) 前期繰越損益金 729,467,408   

(F) 追加信託差損益金 1,916,888,007   

 (配当等相当額) (  2,540,778,484)  

 (売買損益相当額) (△  623,890,477)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,277,583,073   

(H) 収益分配金 △    1,740,513   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,275,842,560   

 追加信託差損益金 1,916,888,007   

 (配当等相当額) (  2,548,245,462)  

 (売買損益相当額) (△  631,357,455)  

 分配準備積立金 1,091,997,941   

 繰越損益金 △  733,043,388   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2017年５月11日～2018年５月10日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年５月11日～ 
2018年５月10日 

a. 配当等収益(経費控除後) 264,566,966円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 2,548,245,462円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 829,171,488円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 3,641,983,916円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 10,462円 

g. 分配金 1,740,513円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 
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野村新興国債券インデックスファンド（確定拠出年金向け）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下「申込不可日」といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2018年5月10日現在）
年　月 日
2018年５月 25、28

６月 －
７月 ３、４
８月 31
９月 ３
10月 －
11月 ９、12、21、22
12月 21、25

※ 2018年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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